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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等，
産学連携に関する情報をお流しいたします。
会員の皆様への情報の配信をご希望の方は，news@j-sip.org
あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org）までお寄せください。
バックナンバー：http://j-sip.org/mail_news.htm

[[[[　ヘッドライン　]]]]
―――――――――――――――――――――――――――――――――
★★ シンポジウムの概要が確定いたしました

　産学連携学会第15回大会（とちぎ大会）【6月15日、16日開催】★★

―――――――――――――――――――――――――――――――――
◆ 　産学連携学会第15回大会（とちぎ大会）開催案内　◆

シンポジウムのプログラムは以下の通りです。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

　1．日時：　平成29年6月15日（木）15:30～17:00
　　　　　　　(予定）

　2．場所：　栃木県総合文化センター（宇都宮市本町1－8）

　3．題目：　地域の強みを生かす技術の創造と発信
　　　　　　　　　～光学技術を事例として～
　

　4．概要：　地域にはそれぞれ特有の産業（産）とそれを支える大学等
　　　　　　 の研究機関（学）および自治体（官）があります。たとえ
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　　　　　　 ば栃木県には光産業があります。地域の強みを生かす技術
　　　　　　 の創造と発信が地域のみならずわが国の発展に繋がります。
　　　　　　 そこで、このシンポジウムでは、地域における光学技術を
　　　　　　 事例とし、産学官のおのおのの活動（連携を含む）を紹介
　　　　　　 し、創造と発信のための課題と展望を議論します。

　5．登壇者（予定）

　（1）ゲストスピーチ

　　　　　①宇都宮大学 オプティクス教育研究センター長 谷田貝 豊彦 様
　　　　　②山形大学 有機エレクトロニクスイノベーションセンター
　　　　　　副センター長 城戸 淳二 様

　（2）パネル討論

　　　【パネリスト】
　　　　　①キヤノン宇都宮 光学技術研究所 光学技術統括開発センター
　　　　　　所長 浜野 博之 様
　　　　　②宇都宮大学 谷田貝 豊彦 様
　　　　　③山形大学 城戸 淳二 様
　　　　　④栃木県産業技術センター所長 伊藤 日出男 様
　　　【コメンテーター】
　　　　　①花王 代表取締役 社長執行役員 澤田 道隆 様
　　　　　②文部科学省（依頼予定）
　　　　　③経済産業省（依頼予定）
　　　　　④農林水産省（依頼予定）
　　　【モデレーター】
　　　　　宇都宮大学 理事・副学長 池田 宰

　6．お問い合わせ
　　　 　 産学連携学会第15回大会実行委員会事務局
　　　　　（国立大学法人宇都宮大学 地域共生研究開発センター）
　　　　　E-mail： sangaku2017@cc.utsunomiya-u.ac.jp
　　　 Tel：028-689-7000, 6316　 Fax：028-689-6320

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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